
「知事指定薬物」の指定状況について

令和４年度第２回

徳島県薬事審議会

令和５年３月１０日

「徳島県薬物の濫用の防止に関する条例」

＜知事指定薬物の指定の迅速処理＞

第１６条（知事指定薬物の指定）

１ 知事は、危険薬物のうち、現に県の区域内において濫用され、又は濫用
されるおそれがあると認めるものであって人の身体に使用された場合に人の
健康に危害が生じると認められるものを指定することができる。

２ 知事は、前項の規定による指定をしようとするときは、あらかじめ、徳島県
薬事審議会の意見を聴かなければならない。ただし、次に掲げる場合は、こ
の限りでない。
一 県民の健康及び安全を守るため緊急を要する場合で、あらかじめ徳島
県薬事審議会の意見を聴くいとまがないとき。
二 薬物の濫用を防止するための規制を定める都道府県の条例であって
規則で定めるものに基づき、前項の規定による指定に相当する指定がな
されたとき。
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(条例第十六条第二項第二号の規則で定める都道府県の条例)
第七条 条例第十六条第二項第二号の規則で定める都道府県
の条例は、次に掲げるものとする。

一 東京都薬物の濫用防止に関する条例(平成十七年東京都条例
第六十七号)
二 大阪府薬物の濫用の防止に関する条例(平成二十四年大阪府
条例第百二十三号)

第１６条（知事指定薬物の指定）

３ 前項ただし書の場合においては、知事は、第１項の規定による指定を
行った後、速やかに、その旨を徳島県薬事審議会に報告するものとする。

徳島県知事指定薬物に指定することとする。

＜知事指定薬物の指定の迅速処理＞

５物質を指定

※現在はすべて失効（現在指定数 ０物質）

⇒「医薬品，医療機器等の品質，有効性及び安全性の確保に関する法律」（以下「医薬

品医療機器等法」という。）による 「大臣指定薬物」に指定されたため。

今回報告する指定薬物（前回審議会以降に指定したもの）

施行・知事指定の状況
H24.12.21 条例の施行

これまで（R4.9.5）に延べ１６２物質を指定（報告済）

告 示 指 定 数

R4．12．22 5
指定の
迅速処理



指定薬物について R4.12.22

指定の理由
人体に使用することにより、精神に興奮等の作用を及ぼし、また、これを濫用することにより、人の健康に被害が
生じると認められるため。

指定薬物について R4.12.22

指定の理由
人体に使用することにより、精神に興奮等の作用を及ぼし、また、これを濫用することにより、人の健康に被害が
生じると認められるため。



施行・知事指定の状況

近年の指定状況

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
令和４年度
（R5.3.1現在）

指定数 14 15 17 16 11

指定回数 5 5 4 5 3

H24.12.21 条例の施行

現在までに延べ1６７物質を指定

すべて医薬品医療機器等法の大臣指定薬物等
に指定されたため，失効している。（現在指定数 ０物質）

第十七条 前条第一項の規定による指定は、知事指定薬物が第二条第一号から第六号までに
掲げる薬物に該当するに至ったときは、その効力を失うものとする。

※第二条第六号 医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭
和三十五年法律第百四十五号。以下「医薬品医療機器等法」という。）第二条第十五項に規定
する指定薬物（以下「大臣指定薬物」という。）

施行・知事指定の状況


